
計
画
の
策
定
ま
で

　

市
で
は
、
平
成
６
年
に
施
行
し
た

｢

都
城
市
都
市
景
観
条
例｣

に
基
づ
き
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
17
年
の
景
観
法
の
全
面
施
行
や

市
町
村
合
併
な
ど
の
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
景
観
法
に
基
づ
く

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
関
連

条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

都
城
の
み
ど
り
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
は
、
私

た
ち
み
ん
な
の
作
品
で
す
。
未
来
に
残

し
た
い
風
景
を
守
り
な
が
ら
素
敵
な
景

観
を
描
き
ま
し
ょ
う
。

霧
島
山
と
大
淀
川
に
育
ま
れ
た
田
園
都
市

人
と
風
土
が
つ
な
ぐ
都
城
の
景
観

　

計
画
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
主
役

と
な
り
、都
城
に
住
む
人
の
優
し
い
気

持
ち
や
暮
ら
し
の
営
み
が
景
観
に
あ
ら

わ
れ
、ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
豊
か
な

心
を
育
む
、居
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
も
り
、
つ
く
り
、
そ
だ
て
る
景
観

　

計
画
で
は
、
基
本
理
念
の
実
現
の
た

め
、
次
の
３
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て

い
ま
す
。
文
中
の
「
景
」
と
は
、「
み

ど
り
と
景
観
」
を
指
し
ま
す
。

①
霧
島
山
や
河
岸
段
丘
な
ど
の
豊
か
な

　

み
ど
り
に
包
ま
れ
た
「
み
や
こ
ん

　

じ
ょ
」
の
景
を
ま
も
る

　

自
然
景
観
や
ふ
る
さ
と
の
風
景
の
保

全
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

歴
史
、
文
化
を
感
じ
さ

せ
る
景
観
を
地
域
資
源

と
し
て
認
識
し
、「
都

城
ら
し
さ
」
と
し
て
守

り
ま
す
。

②
地
域
資
源
を
活
用
し
た

　
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
」
の
景
を
つ
く
る

　

霧
島
山
へ
の
眺
望
を

大
切
に
し
、
ふ
る
さ
と

に
愛
着
と
誇
り
を
持
て

る
景
観
を
つ
く
り
ま
す
。

③
市
民
協
働
に
よ
り
愛
着
と
誇
り
を
持

　

て
る
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
」
の
景
を
そ

　

だ
て
る

　

市
民
が
中
心
と
な
っ
た
み
ど
り
と
景

観
に
関
す
る
活
動
の
機
会
と
場
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
活
動
支

援
体
制
を
確
立
し
、
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。

みどりみどりとと景観景観のまちづくりのまちづくり

景観は住む人、訪れる人が持つまちの印象に大きな影響を与えます。魅力あるま景観は住む人、訪れる人が持つまちの印象に大きな影響を与えます。魅力あるま
ちにするためには、地域にある景観をまちづくりに生かす必要があります。そこで、ちにするためには、地域にある景観をまちづくりに生かす必要があります。そこで、
「都城市みどりと景観のまちづくり計画」（以下「計画」）を策定しました。「都城市みどりと景観のまちづくり計画」（以下「計画」）を策定しました。
今回は、この計画に基づくまちづくりについて紹介します。今回は、この計画に基づくまちづくりについて紹介します。

◎問い合わせ　都市計画課　◎問い合わせ　都市計画課　☎☎ 2323 －－ 27622762

　

景
観
は
、
自
然
や
ま
ち
並
み
な
ど

の
目
に
見
え
る
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
に
ぎ
わ
い
や
雰
囲
気
な
ど
の
目

に
見
え
な
い
も
の
も
含
み
ま
す
。

　

ま
ち
に
住
む
人
や
訪
れ
る
人
が
、

見
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
「
ま
ち

そ
の
も
の
の
姿
」
で
す
。

景
観
と
は

イメージキャラクター
K－KAN君
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例えば、こんなことがみどりと景観のまちづくりにつながります
① 安全・快適で暮らしやすい生活環境をつくりましょう
　みどりは、空間に潤いや安らぎを与えるだけではな
く、台風などの強い風から建物を守るなどの機能も持
ち、まちの安全性も高めますので、積極的に植栽など
を行いましょう。

②地域の歴史や文化を知り、愛着や誇りを育みましょう
　地域のみどりと景観は、その土地の自然やそこに暮
らす人々がつくり出したものであり、歴史や文化と強
く結びついています。地域の魅力を知り、愛着や誇り
を育んでいきましょう。

景
観
条
例
に
基
づ
く
届
け
出
の
内
容
や

規
模
、
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
景
観
に
関

す
る
届
け
出
の
対
象
と
な
る
行
為
の
内

容
や
規
模
、
景
観
形
成
基
準
が
変
更
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
景
観
法
に
基
づ
い

て
、
届
け
出
の
期
限
が
行
為
の
15
日
前

か
ら
30
日
前
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
都
市
計
画
課

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、広
報
２
月
号
で
詳
し

く
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
都
城（
無
料
）

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
県
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

　

景
観
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
特
選
作

品
の
展
示
も
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
来

場
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
16
日
㈯

13
時
30
分
〜
16
時
20
分　

開
場
13
時

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン

パ
ス
３
号
館

※ 

先
着
５
０
０
人
に
花
の
種
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

第８回都城市景観図画コンクールの結果
　市では、次代を担う小・中学生に都市景観に関する意識
や関心を高めてもらおうと、毎年景観図画コンクールを開
催しています。今年は 723 点の応募作品の中から、次の４
人が特選受賞者に選ばれました。

中郷中学校２年
永山　悟

さとし

志さん

川東小学校２年
日野　ゆりなさん

大王小学校６年
河野　眞

ま な と

那登さん
沖水中学校１年
萩原　春菜さん

○特選の受賞者

デザインは、装飾や色彩
の鮮やかさを抑え、周辺
と調和したものを選ぶ。

山並みへの眺望を確保す
るために、建物の高さを
抑える。

まとまりのあるまちなみ
にするため、周辺の建物
と高さをそろえる。

地域を象徴する建物や樹
木などの「景観資源」を
発見し、守り、生かす。

植栽や緑化などを行い、
敷地や駐車場などにみど
りを増やす。

屋外に置くごみや資材な
どは、外から見えない場
所にするか、植栽などで
隠す。
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で
活
動
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る
公
平

性
や
企
業
が
持
つ
利
潤
追
求
に
と
ら
わ

れ
ず
に
、地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

独
自
の
目
的
で
活
動
す
る
団
体
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
中
に
は
、
法
人
格
を
持
つ
特

定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

と
法
人
格
を
持
た
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
市
内
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
53
団
体

が
あ
り
、
日
々
、
福
祉
や
環
境
、
教
育
、

子
育
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

☎
23
ー
２
４
３
１

は
じ
め
の
一
歩

　

社
会
貢
献
活
動
は
、「
誰
か
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
社
会
貢
献
活
動
と
意
識
を
し
な

く
て
も
、
多
く
の
人
が
自
治
公
民
館
な

ど
で
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
々
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
す
る
中
、

機
会
が
あ
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
み
た
い
人
は
た
く
さ
ん
い
る

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
ど
ん
な
団
体

が
あ
り
、
ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
か
、
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
に
つ
い
て

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
設
立
の
申
請
手
続
き
や
、
特
定
非
営

利
活
動
促
進
法
の
内
容
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
て
い
て
、
設
立
に
必
要
な
事

項
を
記
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も

準
備
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
・
支
援

を
行
う
都
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉

共
育
お
う
え
ん
セ
ン
タ
ー
を
、
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
に
開
設
し

て
い
ま
す
。市
民
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
何
で

も
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
主
な
支
援
内
容

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開  

　

催
、 

グ
ル
ー
プ
の
育
成

● 

福
祉
教
育
の
推
進

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
受
付

● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
や
運
営
の
相
談

● 

助
成
金
の
情
報
提
供

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
支
援
す
る

都
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
共
育
お
う
え
ん
セ
ン
タ
ー

● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
お
う
え
ん
講
座
の
開
催

● 

市
民
活
動
の
各
種
サ
ポ
ー
ト

●
開
設
時
間　

月
〜
金
曜
日
、
第
３

土
曜
日　

８
時
30
分
〜
17
時

●
設
備
な
ど　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
（
登
録
団
体
無
料
）、
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー

ナ
ー
、
印
刷
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
貸
し
出
し

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
福
祉
共
育
お
う
え
ん
セ
ン
タ
ー

☎
25
ー
７
３
１
８

※ 

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.m
-syakyo.or.jp/

Ｎ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｐ
Ｏ

42013.11



おもちゃ病院みやこんじょ
代表　益留　幸一さん（大岩田町）

　おもちゃの修理や工作教室などを通じ
て「子どもたちの夢を育てる」「物を大
切にする心や科学する心を育む」目的で
活動しています。
　現在は、イオンモール都城駅前店で毎
月第３土曜日におもちゃ病院を開院し、
高齢者が持っている知識や技術、経験を
活用し、地域のために役立てようと活動
しています。
　不要となったおもちゃは部品として活
用するため、病院で引き取っていますの
で、ご協力ください。

ＮＰＯ法人ライフサポート和っはっは
代表　永吉　真由美さん（山之口町富吉）

　会員それぞれが、医療や福祉などの現
場で積んできた経験を生かして、地域貢
献をしたいと考え設立した法人です。現
在は、子育て中の母親たちに気分転換を
してもらおうと、子育て支援事業 ｢カン
ガルーＭ

マ ム
ＯＭ ｣ を都城島津邸などで実

施しています。
　今後は、法人の目的である ｢食べる、
しゃべる、笑う、歌う、学ぶ｣ をテーマ
とした活動を子どもから高齢者までを対
象に展開していきたいと考えています。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
た
ら
ど
う
な
る
？

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
っ
た
場
合
、
法
人

と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
や
義
務
が

あ
る
一
方
、
団
体
名
で
の
契
約
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
情
報
公
開
に

よ
り
社
会
的
信
用
も
高
ま
り
、
資
金
調

達
の
可
能
性
も
広
が
り
ま
す
。

●
メ
リ
ッ
ト
と
制
約
事
項

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
活
動
す
る
に
は
？

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
定
款
で
条
件
を
限

定
し
て
い
な
い
場
合
は
、
趣
旨
に
賛
同

す
る
人
な
ら
誰
で
も
入
会
し
、
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
参
加
し
た
い
人
は
、
各
法
人
に
直

接
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
地
域
の
課
題
解
決
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

市
民
活
動
団
体
な
ど
が
、
自
ら
企
画
・

実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
そ
の
事
業

費
の
一
部
を
「
都
城
市
市
民
公
益
活
動

支
援
事
業
費
補
助
金
」
で
助
成
し
て
い

ま
す
。

　

募
集
時
期
や
対
象
と
な
る
事
業
内
容

な
ど
、
詳
し
く
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

メ
リ
ッ
ト

● 

団
体
名
で
契
約
が
で
き
る

● 

代
表
者
の
交
代
が
円
滑
に
で
き
る

● 

資
金
調
達
の
可
能
性
が
増
え
る

● 

公
共
事
業
に
参
加
し
や
す
く
な
る

● 

社
会
的
信
用
が
高
ま
る

制
約
事
項

● 

活
動
は
、
定
款
に
明
記
さ
れ
た
も　

　
の
に
制
限
さ
れ
る

● 

厳
正
な
事
務
処
理
が
求
め
ら
れ
る

● 

税
の
申
告
義
務
が
あ
る

● 

情
報
開
示
が
求
め
ら
れ
る

市内に事務所のあるNPO法人53団体（地区別）
地区名 法人数 主な分野

姫　城 ６ 国際交流、高齢者支援、子育て、教育、
障がい者支援（２）

小松原 ６ 生涯学習、文化、高齢者支援（２）、
障がい者支援、自殺対策

妻ケ丘 ５ 学生支援、環境、障がい者支援、子育て（２）
祝　吉 ４ スポーツ（２）、障がい者支援、地域活性化

五十市 ４ 高齢者・障がい者支援、医療、高齢者支援、
障がい者支援

横　市 ５ 障がい者支援、まちづくり、歴史・文化、
子育て、地域活性化

沖　水 ２ 子育て、障がい者支援
庄　内 ２ 高齢者・障がい者支援、食・農
中　郷 ５ 子育て、食・農、障がい者支援（２）、環境
山之口 ４ 高齢者支援、環境、地域活性化、健康
高　城 ２ 歴史・文化、スポーツ
山　田 ３ 環境、障がい者支援、まちづくり

高　崎 ５ 高齢者・障がい者支援（３）、
生活困窮者支援、天体・自然学習

ＮＰＯの活動内容や連絡先などについては、コミュニティ課が
発行する市民活動情報誌「友・誘・遊」や市役所ホームページ、
ボランティア福祉共育おうえんセンターでも紹介しています。

地域で活躍する
ＮＰＯの紹介
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女
性
に
対
す
る
暴
力
や
子
ど
も
へ
の

虐
待
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害

者
、
被
害
者
の
間
柄
に
関
係
な
く
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
11
月
は
こ
う
し
た
暴
力
や
虐
待

を
な
く
す
推
進
月
間
で
す
。
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
こ
の
機
会

に
地
域
や
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

◎
子
ど
も
の
虐
待
に
関
す
る
こ
と

　

こ
ど
も
課　
　

☎
23
ー
２
６
８
４

◎
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
こ
と

　

生
活
文
化
課　

☎
23
ー
２
１
２
１

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

子
ど
も
を
守
る
べ
き
保
護
者
（
養

育
者
）
が
、
子
ど
も
の
身
体
や
心
を

傷
つ
け
る
児
童
虐
待
。
こ
う
し
た
子

ど
も
へ
の
虐
待
は
、
身
体
的
虐
待
や

心
理
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児

放
棄
）、
性
的
虐
待
な
ど
が
絡
み
合
っ

て
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

周
り
の
温
か
い
目
が
、
子
ど
も
た

ち
の
命
を
救
い
ま
す
。
身
近
に
い
る

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

に
、
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
、

相
談
・
通
告
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

都
城
市
の
現
状

　

市
で
は
、子
ど
も
に
関
す
る
相
談
窓

口
や
都
城
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
を
設
置
し
、関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
迅
速
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た
39

件
の
児
童
家
庭
相
談
の
う
ち
、
虐
待
に

関
す
る
相
談

が
26
件
と
大

半
を
占
め
、

特
に
身
体
的

虐
待
の
相
談

が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま

す
。

な
ぜ
虐
待
が
起
こ
る
の
？

　

虐
待
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
子
ど
も

へ
の
虐
待
は
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ

り
得
る
こ
と
な
の
で
す
。

●
主
な
虐
待
の
要
因

①
子
育
て
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス

子
ど
も
と
い
る
時
間
が
長
い
、
子

育
て
の
相
談
相
手
や
近
所
に
知
り

合
い
が
い
な
い
な
ど

②
家
庭
内
の
ス
ト
レ
ス

夫
婦
関
係
や
家
族
関
係
が
う
ま
く

い
か
な
い
、
経
済
的
な
不
安
が
あ

る
な
ど

③
養
育
者
の
問
題

子
ど
も
が
な
つ
か
な
い
、
虐
待
さ

れ
て
育
っ
た
経
験
が
あ
る
、
病
気

な
ど

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の

五
カ
条

①
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡

②
し
つ
け
の
つ
も
り
は
言
い
訳

　
（
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
判
断
）

③
一
人
で
考
え
込
ま
な
い

　
（
で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
）

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

　
（
子
ど
も
の
命
を
最
優
先
）

⑤
虐
待
は
、
あ
な
た
の
周
り
に
も
起
こ

　

り
得
る
（
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
）

な
く
そ
う
！

な
く
そ
う
！  

女
性
女
性
やや
子
ど
も

子
ど
も
へ
の
へ
の

暴
力

◎
相
談
・
通
告
（
連
絡
）
先

こ
ど
も
課　

☎
23
ー
２
６
８
４

　

☎
23
ー
２
１
１
１
（
閉
庁
時
）

山
之
口
総
合
支
所
市
民
生
活
課  

　

☎
57
ー
３
１
１
１

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

☎
58
ー
６
８
０
０

　

☎
58
ー
２
３
１
１
（
閉
庁
時
）

山
田
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

  

　

☎
64
ー
１
１
１
１

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　

　

☎
62
ー
４
４
１
１

　

☎
62
ー
１
１
１
１
（
閉
庁
時
）

宮
崎
県
南
部
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

【
児
童
相
談
所
】
☎
22
ー
４
２
９
４

あ
な
た
の
連
絡
が

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
す

　

児
童
虐
待
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
と

こ
ろ
で
起
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
、
県
の
児
童
相
談
所
や
市
役
所

へ
相
談
・
通
告
（
連
絡
）
し
て
く
だ
さ

い
。
通
告
（
連
絡
）
は
、
子
ど
も
と
保

護
者
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
大
事

な
一
歩
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
子
育
て
が
虐
待
か
も

し
れ
な
い
と
不
安
を
感
じ
た
ら
、
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。き
っ

と
、
一
緒
に
解
決
策
を

見
い
だ
し
て
く
れ
ま
す
。
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11
月
12
日
〜
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
／
Ｄ
Ｖ
）

は
、
夫
婦
や
恋
人
関
係
に
あ
る
親
し

い
関
係
の
中
で
の
暴
力
の
こ
と
で
す
。

男
性
が
女
性
か
ら
受
け
る
暴
力
も
あ

り
ま
す
が
、
女
性
が
男
性
か
ら
受
け

る
暴
力
が
圧
倒
的
に
多
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

最
近
は
、
大
人
だ
け
で
は
な
く
若

い
世
代
で
も
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
呼
ば
れ

る
恋
人
間
の
暴
力
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
暴
力
を
な
く
す
た
め
、
毎

年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の
期
間

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
人
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
た
め

に
は
、
一
人
一
人
が
か
け
が
え
の
な
い

大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
、
相
手
も
自
分
も
大
切
に
す
る
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、「
あ
な
た
が
大
切
な

存
在
で
あ
る
こ
と
」
を
家
庭
で
話
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

都
城
市
の
現
状

　

平
成
24
年
度
に
、
市
の
女
性
総
合
相

談
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
９
８
０

件
。
そ
の
う
ち
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
か
ら
の

相
談
は
１
７
８
件
で
、
全
体
の
約
５
分

の
１
に
当
た
り
ま
す
。

　

相
談
内
容
で
は
、
夫
婦
や
恋
人
関
係

な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
問
題
が
最
も

多
い
３
５
６
件
で
、
そ
の
う
ち
、
Ｄ
Ｖ

に
関
す
る
も
の
は
74
件
で
し
た
。ま
た
、

性
的
被
害
や
、職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
を

都
城
市
女
性
総
合
相
談

　

女
性
総
合
相
談
で
は
女
性
の
悩
み

や
苦
し
み
が
生
じ
る
問
題
（
Ｄ
Ｖ
、
人

間
関
係
な
ど
）
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
生
活
相
談
（
借

金
や
悪
質
商
法
な
ど
）
と
交
通
事
故
相

談
も
併
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
に
つ
い
て
幅
広
く
相
談
す

●
都
城
市
女
性
総
合
相
談

【
女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

平
日
の
10
時
〜
16
時

【
女
性
臨
床
心
理
士
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）】

　

日
時　

11
月
19
日
㈫

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

【
女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

（
要
予
約
）】

　

日
時　

11
月
26
日
㈫

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

◎
相
談
専
用
電
話　

☎
23
ー
７
１
５
７

●
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
く
す
の
き

　

毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時

　

☎
36
ー
０
７
４
０

　

暴
力
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
、
単
独
で
起
こ
る
暴
力
も
あ

り
ま
す
が
、
多
く
は
そ
れ
ら
が
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
、
被
害
者
の
身

体
と
心
を
傷
つ
け
て
い
ま
す
。

①
身
体
的
暴
力

殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り
す
る
な

ど
、
直
接
的
に
力
を
ふ
る
う
こ

と
②
精
神
的
暴
力

心
な
い
言
動
な
ど
で
、
相
手
の

心
を
傷
つ
け
る
こ
と

③
性
的
暴
力

性
的
行
為
を
強
要
す
る
、
中
絶

を
強
要
す
る
、
避
妊
に
協
力
し

な
い
と
い
っ
た
こ
と

④
経
済
的
暴
力

　

夫
婦
間
で
生
活
費
を
渡
さ
な
い

な
ど
の
行
為

暴
力
の
種
類

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

悩
み
は
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い
て
も

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
さ
さ
い
な
事
で
も
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

7 Miyakonojo City Public Relations 2013.11




